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本資料の目的 

1. 本資料は、第 179回実務対応専門委員会（2026年 7月 21日開催）において聞かれた意見

をまとめたものである。 

 

無償割当の排出枠の会計処理 

（事務局提案のアプローチ Aを前提とすることに賛同する意見） 

2. 最終的に一貫して整合的に説明が可能であれば、アプローチ A を前提とする事務局提案

の方向性に賛同する。 

3. アプローチ B の考え方も否定されるものではないが、無償割当の排出枠の量と同量以上

の排出を行うという仮定を置き、義務と一体性があることをより重視してアプローチ A

を前提として進めることに異論はない。 

（事務局提案のアプローチ Aを前提とする理由について、追加の説明が必要とする意見） 

4. アプローチ Aとアプローチ B のいずれの考え方もある中で、GX 推進法に基づく排出量取

引制度においては、無償割当の排出枠の量と同程度以上の排出が見込まれることを前提

とする点、及び義務への充当が想定されることによる義務との一体性の観点からアプロ

ーチ Aを前提とすることについて、十分な説明が必要と考える。 

5. 企業会計基準第 10号「金融商品に関する会計基準」における金融資産の消滅の認識要件

の定めを参照して支配の説明をしている点に関し、無償割当の排出枠の売却が実質的に

資金調達取引に近しいとの考えをとることを、結論の背景に丁寧に書き込むなど説明が

必要であると考える。 

（事務局提案のアプローチ Aを前提とする場合の、今後の検討事項に関する意見） 

6. アプローチ A で無償割当の排出枠を資産に計上しない場合、排出枠を売却したときに、

資産に計上されている購入した排出枠とどちらを先に売却したこととするか、今後検討

が必要と考える。 
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7. 無償割当の排出枠の売却を資金調達取引と捉えるときに、当該売却時に受け取った入金

額の表示について、返金義務の観点から今後検討が必要と考える。 

 

以 上 


